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元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に

つ
い
て
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
に
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の

方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

夕
方
で
、
か
つ
元
日
と
い
う
こ
と
も

影
響
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
被

害
の
全
貌
把
握
に
時
間
が
か
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
時
が
経
つ
に
つ
れ
、

被
害
の
大
き
さ
が
明
ら
か
に
な
り
、
一

か
月
経
っ
た
現
在
、
死
者
は
２
３
０
名

以
上
、
被
害
総
額
２
兆
円
以
上
と
も
言

わ
れ
る
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

実
は
加
計
の
月
ケ
瀬
温
泉
を
運
営
さ

れ
て
い
る
青
年
海
外
協
力
協
会
（
Ｊ
Ｏ

Ｃ
Ａ
）
の
施
設
が
輪
島
市
に
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
も
相
当
な
被
害
を
受
け
て
い
る

と
お
聞
き
し
た
こ
と
も
あ
り
、
町
と
し

て
も
何
か
支
援
が
で
き
な
い
か
と
、
９

日
か
ら
役
場
窓
口
に
て
支
援
金
の
受
け

取
り
を
開
始
し
た
ほ
か
、
12
日
に
は
輪

島
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
代
理
寄
付
の

受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
（
こ
ち
ら
は

既
に
１
千
万
円
を
超
え
る
寄
付
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。）。

　

ま
た
、
職
員
が
少
な
い
本
町
で
は
あ

り
ま
す
が
、
家
屋
の
被
害
認
定
の
た
め

の
職
員
派
遣
を
２
月
３
日
か
ら
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
現
地
で
不
足
し
て
い
る

水
道
担
当
の
職
員
や
保
健
師
の
派
遣
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

一
く
く
り
に
地
震
と
い
っ
て
も
そ
の

被
害
は
多
様
で
す
。
今
回
の
地
震
で
は
、

と
り
わ
け
家
屋
倒
壊
が
多
か
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
古
い

木
造
住
宅
が
多
か
っ
た
た
め
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
る
家
屋
で
も
何
度
か
地
震
を
経
験
す

れ
ば
、
性
能
は
劣
化
し
て
い
く
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
家
屋
の
耐
震
化
は
各
自
で
行
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
家
具
の
転
倒

防
止
等
の
取
り
組
み
は
、
改
め
て
各
世

帯
で
も
確
認
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

能
登
半
島
は
比
較
的
地
震
の
危
険
性

が
低
い
と
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

実
は
２
０
１
８
年
頃
よ
り
群
発
地
震
が

多
発
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
一
部
地
域
で
断
層

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
被
害
想

定
等
は
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

具
体
的
な
対
策
と
な
る
と
、
よ
り
可
能

性
の
高
い
災
害
か
ら
備
え
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
は
、
洪

水
被
害
や
土
砂
災
害
、
大
雪
へ
の
対
応

が
優
先
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
行
政
の
力
不
足
を
認
識

し
つ
つ
も
、
行
政
支
援
に
は
ど
う
し
て

も
一
定
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
し
、
発

災
後
の
初
期
対
応
を
考
え
れ
ば
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
覚
悟
が
必
要
で
す
。

　

ご
近
所
や
自
治
会
単
位
で
お
互
い
に

助
け
あ
う
「
共
助
」
や
、
行
政
に
よ
る

「
公
助
」
は
、
そ
の
「
自
助
」
の
上
に

成
り
立
つ
こ
と
を
今
回
の
地
震
で
も
改

め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

能登半島地震

vol.39

橋
はし

本
もと

　博
ひろ

明
あき

橋本　博明

能
登
半
島
地
震
災
害
支
援
募
金

　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

　

安
芸
太
田
町
で
は
、
募
金
箱
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
設
置
場
所

　

役
場
本
庁
・
各
支
所
・
出
張
所

◆
受
付
期
間

　

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で
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◎
勤
続
章
25
年

　

分
団
長　

上　

端　

一　

宏

　

副
分
団
長　

佐
々
木　

伸　

仁

　

班　
　

長　

丸　

山　

慶　

正

　
　

〃　
　

横　

畠　

裕　

希

　

団　
　

員　

川　

本　

真　

二

　
　

〃　
　

川　

本　
　
　

隆

　
　

〃　
　

佐
々
木　

昭　

典

◎
勤
続
章
20
年

　

部　
　

長　

市　

田　

直　

己

　

班　
　

長　

佐
々
木　

祐　

介

　

団　
　

員　

横　

山　
　
　

豊

　
　

〃　
　

庭　

田　

一　

成

　
　

〃　
　

藤　

井　

将　

和

　
　

〃　
　

松　

浦　

正　

行

　
　

〃　
　

佐
々
木　

則　

幸

　
　

〃　
　

佐
々
木　

瑞　

生

◎
勤
続
章
15
年

　

副
分
団
長　

河　

野　

仁　

之

　

部　
　

長　

栗　

栖　

俊　

明

　

班　
　

長　

佐
々
木　

祐　

樹

　
　

〃　
　

片　

山　

宗　

徳

　

団　
　

員　

木　

下　

博　

志

　
　

〃　
　

渡　
　
　

正　

穂

　
　

〃　
　

渡　
　
　

隆　

史

　
　

〃　
　

胡　

子　

英　

也

　
　

〃　
　

不　

免　

貞　

夫

【
広
島
県
消
防
協
会
山
県
支
部
長
表
彰
】

◎
功
績
章

　

副
分
団
長　

大　

下　

正　

生

（
敬
称
略
）

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

◎
永
年
勤
続
功
労
章

　

団　
　

員　

塗　
　
　

敏　

博

　
　

〃　
　

栗　

原　

重　

幸

　
　

〃　
　

園　

田　

哲　

也

【
広
島
県
知
事
表
彰
】

◎
優
良
団
員

　

分
団
長　

森　

脇　
　
　

泰

　
　

〃　
　

山　

根　

信　

幸

　

部　
　

長　

栗　

栖　

博　

志

　

班　
　

長　

鈴　

木　

公　

二

　
　

〃　
　

山　

根　

元　

康

　
　

〃　
　

佐
々
木　

浩　

吉

　

団　
　

員　

児　

玉　

真　

吾

　
　

〃　
　

藤　

井　

敏
三
郎

　
　

〃　
　

河　

野　

春　

男

　
　

〃　
　

山　

本　

考　

則

　
　

〃　
　

児　

玉　

信　

行

消
防
団
表
彰

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

◎
勤
続
章

　

部　
　

長　

栗　

栖　

和　

洋

　

班　
　

長　

山　

陰　

尚　

真

　

団　
　

員　

伊　

賀　

真　

一

　
　

〃　
　

戸　

田　

宏　

二

　
　

〃　
　

斉　

藤　

憲　

治

　
　

〃　
　

二　

見　

重　

幸

　
　

〃　
　

横　

畠　

正　

昭

　
　

〃　
　

佐
々
木　

宏　

司

　
　

〃　
　

佐
々
木　

道　

宏

【
広
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

◎
感
謝
状

　

副
団
長　

栗　

栖　
　
　

貢

　

副
分
団
長　

矢　

野　

昭　

次

　

団　
　

員　

今　

田　

浩　

司

　
　

〃　
　

竹　

舛　

千　

治

　
　

〃　
　

栗　

原　

重　

幸

◎
功
績
章

　

分
団
長　

梶　

原　

信　

吾

　
　

〃　
　

大　

谷　

英　

司

　

副
分
団
長　

沖　

野　

貴　

宣

◎
表
彰
章

　

部　
　

長　

寺　

岡　

龍　

雄

　
　

〃　
　

横　

畠　

真　

二

　

班　
　

長　

河　

野　
　
　

進

　

団　
　

員　

小　

田　

和　

文

　
　

〃　
　

栗　

栖　
　
　

浩

【
安
芸
太
田
町
消
防
団
長
表
彰
】

◎
功
績
賞

　

団　
　

員　

嶋　

川　

清　

隆

　
　

〃　
　

佐
々
木　

隆　

詞

　
　

〃　
　

斉　

藤　

大　

志

　
　

〃　
　

小　

林　

俊　

輝

　
　

〃　
　

門　

田　

広　

樹

　
　

〃　
　

大　

谷　

和　

輝

　
　

〃　
　

沖　

田　

佑　

介

《
新
入
団
員
》

　

本　
　

部　

佐　

藤　

貴　

大

　

第
１
分
団　

栗　

栖　

舞　

羽

　
　

〃　
　

藤　

山　

英　

大

　
　

〃　
　

岡　

本　
　
　

修

　

第
６
分
団　

大　

江　

朋　

亮

　
　

〃　
　

大　

江　

比
呂
斗

　
　

〃　
　

梅　

田　

光
太
朗

　

第
７
分
団　

松　

岡　
　
　

穣

　

第
８
分
団　

冨　

岡　

拓　

海

　

第
10
分
団　

大　

谷　

和　

輝

　
　

〃　
　

西　

山　

健
太
朗

　

第
11
分
団　

津　

田　

信　

裕

　
　

〃　
　

栗　

栖　

悠　

汰

令
和
６
年

　

１
月
７
日
、
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
安
芸
太
田
町
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表
彰
受
彰
者

広告
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【
役
場
職
員
】

◦
文
化
や
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
。

◦
地
域
で
の
活
動
（
行
事
、
子
供
会
な
ど
）

　

を
行
う
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
子
ど
も
の

　

思
い
出
づ
く
り
と
繋
が
っ
て
い
る
。

【
園
・
所
職
員
】

◦
０
歳
か
ら
の
育
ち
に
携
わ
る
。

◦
子
ど
も
を
取
り
巻
く
（
家
族
、
地
域
、
人
、

　

モ
ノ
、
環
境
等
）
全
て
の
も
の
と
の
繋
が

　

り
を
持
た
せ
る
。

◦
遊
び
込
む
。
な
か
で
も
自
己
決
定
が
で
き

　

る
遊
び
を
。

【
学
校
教
員
】

◦
基
本
的
な
学
力
、
た
く
ま
し
さ
、
を
身
に

　

つ
け
さ
せ
た
い
。

◦
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
、
自
然
、
伝
統
、

　

文
化
の
体
験
活
動
を
行
う
。

◦
一
方
で
、
教
員
が
町
の
リ
ソ
ー
ス
（
自
然

　

等
の
資
源
）
を
知
ら
な
い
。
知
り
た
い
。

【
生
徒
】

◦
中
学
生
が
外
で
遊
べ
る
場
所
が
欲
し
い
。

◦
中
学
生
が
集
ま
れ
る
（
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

　

の
よ
う
な
）
場
所
が
欲
し
い
。

◦
町
内
の
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
や
っ

　

ぱ
り
楽
し
い
。

◦
広
報
等
で
、
そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
が

　

欲
し
い
。

【
学
校
運
営
協
議
会
委
員
】

◦
大
人
が
生
き
生
き
と
過
ご
し
、
進
ん
で
挨

　

拶
・
声
掛
け
を
す
る
。

◦
然
る
べ
き
時
に
は
地
域
が
子
ど
も
を
叱
る
。

◦
地
域
で
自
然
体
験
の
場
や
機
会
を
つ
く
る
。

◦
伝
統
・
文
化
を
残
せ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は

　

集
ま
る
・
帰
っ
て
く
る
。

【
経
済
・
産
業
・
各
種
団
体
等
】

◦
自
然
の
「
豊
か
さ
」
と
「
厳
し
さ
」
を
具

　

体
的
に
伝
え
る
。

◦
町
の
こ
と
を
知
る
「
機
会
」
と
「
経
験
」

　

を
提
供
す
る
。

◦
そ
の
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
地
域
の
各
分

　

野
の
“
先
生
”。

◦
そ
の“
先
生
を
”も
っ
と
活
用
し
て
欲
し
い
。

◦
子
ど
も
が
集
ま
れ
る
場
所
を
増
や
す
。

【
保
護
者
】

◦
少
人
数
の
良
さ
、
優
し
い
子
ど
も
た
ち
の

　

良
さ
、
は
あ
る
。

◦
し
か
し
、
大
勢
の
中
で
も
自
分
の
意
見
を

　

言
う
こ
と
が
で
き
る
「
た
く
ま
し
い
子
」

　

に
な
っ
て
欲
し
い
。

◦
保
護
者
と
し
て
、
町
の
枠
を
出
た
広
域
で

　

の
体
験
・
交
流
の
場
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
。

【
加
計
高
校
生
徒
】

◦
地
域
の
人
か
ら
学
ぶ
。
巻
き
込
ん
で
学
ぶ
。

◦
幅
広
い
年
齢
層
の
人
と
関
わ
り
、
多
様
な

　

考
え
方
を
知
り
た
い
。

◦
同
世
代
で
外（
町
外
）の
人
と
関
わ
り
た
い
。

◦
「
井
の
中
の
蛙
大
海
を
知
ら
ず
」
な
の
か

　

な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
自
分
の
す
ご
さ
や
、

　

も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
良
い
こ
と
に
気
づ

　

い
た
こ
と
も
。

　

今
後
、
全
町
民
を
対
象
と
し
た
「
意
見
交

換
会
」
を
、
令
和
６
年
２
月
20
日
㈫
午
後
６

時
か
ら
役
場
東
館
大
集
会
室
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
「
安
芸
太
田
町
ら
し

い
教
育
の
あ
り
方
と
教
育
大
綱
に
つ
い
て
」

の
意
見
交
換
・
議
論
に
、
是
非
と
も
ご
参
加

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

安
芸
太
田
町
ら
し
い
教
育
の
あ
り
方
と
教
育
大
綱

を
考
え
る
「
テ
ー
マ
別
熟
議
」
の
様
子
と
お
知
ら
せ

開催日程 対象グループ 回数 参加人数 属性 ピックアップ・テーマ
９月25日　 役場職員 １回 12人 行政 町民が参加する学び
10月31日　 保育園・所職員 １回 ５人 保育園・所 遊びを大事にする学び
10月24日他 小・中学校教員（５校） ７回 69人 学校 本町の学びで目指す子ども像
10月30日他 中学校生徒（２校）　 ２回 24人 子ども はしもトーク（町長とフリートーク）
11月６日他 学校運営協議会（５校） ５回 31人 地域住民 地域の子どもとの関わり

１月26日　 商工会、第一次産業、
芸能・文化・ＮＰＯ団体等 １回 13人 地域の教育

資源 地域の子どもとの関わり

１月26日　 保護者 １回 ７人 保護者 好奇心を刺激する学び
１月30日　 加計高校生徒 １回 ６人 子ども 力を合わせ共に育つ学び
２月20日　 全町民 １回 ― 地域住民 本町教育の方向性

　

令
和
５
年
10
月
号
の
「
安
芸
太
田
町
ら
し
い
教
育
の
あ
り
方
と

教
育
大
綱
を
考
え
る
テ
ー
マ
熟
議
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お

り
、
大
綱
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
テ
ー
マ
熟
議
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

９
月
25
日
の
役
場
職
員
を
対
象
と
し
た
「
熟
議
」
を
皮
切
り
に
、

園
・
所
職
員
、
学
校
教
員
、
中
・
高
生
徒
の
ほ
か
、
学
校
運
営
協

議
会
委
員
や
経
済
・
産
業
・
各
種
団
体
な
ど
、
１
月
末
現
在
で
19

回
、
延
べ
１
６
７
人
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
い
ず
れ
も

熱
心
な
議
論
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
熟
議
」
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
納
税
で
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
々
へ
、
町
長
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

◆
開
催
／
12
月
16
日

　

加
計
体
育
館
に
お
い
て

安
芸
太
田
町
親
善
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、

22
人
の
熱
い
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　

安
芸
太
田
祇
園
坊
柿
加
工
販
売
協
議
会
（
会
長
：
栗く

り

栖す

智と
も

典の
り

さ
ん
）
が

祇
園
坊
柿
の
あ
お
し
柿
と
干
し
柿
の
２
品
で
認
定
を
受
け
、
１
月
19
日
に

広
島
市
役
所
で
認
定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ザ
・
広
島
ブ
ラ
ン
ド
は
、
広
島
市
や
周
辺
の
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
、
広
島
市
が
平
成
19
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
31
品
の
申
請
の
中
か
ら
６
品
が
選
ば
れ
て
お
り
、
約
５
倍
の
厳

し
い
審
査
を
通
過
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
ザ
・
広
島
ブ
ラ
ン
ド
の
取
組
み
に
お
い
て
県
内
外
で
Ｐ
Ｒ
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
安
芸
太
田
町
の
祇
園
坊
柿
を
日
本
中
に
知
っ
て
も
ら

う
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

祇
園
坊
柿
が
「
ザ
・
広
島
ブ
ラ
ン
ド
」

の
認
定
を
受
け
ま
し
た

感
謝
状
贈
呈

認定式の様子（右から１人目が栗栖智典さん）

吉
川　

隆
様
（
代
理　

新　

喜
惣
様
）

三
井　

崇
裕
様

広報安芸太田　令和６（2024）年　２月号

◇
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

１
位　

渡
部　

大
輔
・
小
笠
原
大
翔

　

２
位　

藤
岡　

正
綱
・
斎
藤　

大
志

　

３
位　

甲
斐　

陽
一
・
岡
田　

修
二

◇
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

１
位　

渡
部　

雪
絵
・
池
田　

亜
依

　

２
位　

河
野　

奈
美
・
河
野　

由
奈

　

３
位　

堀
友　

尚
美
・
中
原
亜
抄
子

◇
男
女
ミ
ッ
ク
ス

　

１
位　

小
笠
原
悠
真
・
池
田　

亜
依

　

２
位　

小
笠
原
大
翔
・
河
野　

由
奈

　

３
位　

渡
部　

大
輔
・
渡
部　

雪
絵

安
芸
太
田
町
親
善
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
結
果
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スマートフォンにmoricaアプリを登録すると
1,000円相当のmoricaマネーがもらえます！

　moricaアプリを登録すると、スマートフォンだけでmoricaが利用
でき、moricaカードを持ち歩く必要はなくなります。
　残高や利用履歴も確認でき、今後もいろいろな機能を追加しますので、
便利にご利用いただけます。

　●判定日／２月29日
　●対象者／全町民（判定日時点）
　●付与日／３月29日
　※すでにmoricaアプリを登録している人も自動的に対象となります。

先着
1,500名

①アプリをインストール

②アプリを開き
　「はじめる」
　を押す

③メールアドレス
　・パスワードを
　入力と規約に
　同意

④認証コードを入力

⑤基本情報
　を入力

⑥確認し
　登録する

ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ア
プ
リ
登
録
手
順

※認証コード
　はメールに
　届きます

※
機
種
に
よ
り
実
際
の
画
面
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

iPhoneの人 アンドロイドの人

※メールアドレスを入力

※パスワードは任意の
　英数字８文字以上
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●問い合わせ先／企画課　☎28−1967

moricaでお買い物すると20％ポイントがもらえるキャンペーン

moricaと情報通信（スマートフォンなど）の利用実態に関するアンケート
　令和５年９月に実施したアンケートの調査結果を、共同で実施した（一社）中国経
済連合会のホームページに掲載しました。ご協力ありがとうございました。
https://chugokukeiren.jp/proposal/pdf/2023/20231226−2.pdf

　キャンペーン期間中は、いつもの４倍以上のmoricaのご利用がありました。
　還元された「期間限定ポイント」の利用期限は２月29日㈭ですので、期限までに
ご利用ください。

⑦カードをスキャンして
　登録

⑨PIN番号を入力

⑩アプリの登録完了

⑧カードのQRコードを
　読み取り

太田　安芸

※QRコードを
　読み取り

moricaアプリ4コマ漫画
①

②

③

④

⬅⬅moricamoricaの決済は
　ここから　ここから
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安芸太田町加計5870番地2
オーナー改修住宅No02　加計土居
家賃／月額５万円

安芸太田町戸河内938番地6
リノベーション住宅No01　上本郷
家賃／月額３万５千円（駐車場別）

「
空
き
家
オ
ー
ナ
ー
改
修
事
業
」
お
よ
び
「
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
」
で
改
修
中
の
定
住
促
進
住
宅
が
２
月
末
頃
完
成
し
ま
す
。

　

準
備
が
整
い
し
だ
い
町
公
式
サ
イ
ト
お
よ
び
広
報
誌
で
入
居
者
募
集
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

移
住
者
用
定
住
促
進
住
宅
完
成
間

移
住
者
用
定
住
促
進
住
宅
完
成
間
近近
！！

◦
物
件
情
報

広報安芸太田　令和６（2024）年　２月号



住
ん
で

み
つ
け
る

た
か
ら
も
の加計高校２年、黎明館で寮

生活を送っている新
あら

井
い

悠
はる

斗
と

君に話を伺いました。

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

企
画
課
☎
２
８−

２
１
１
２

Ｑ
加
計
高
校
に
進
学
し
た
理
由
は
？

　

出
身
は
、
安
芸
太
田
の
お
と
な
り
「
湯
来

町
」
で
す
。
通
学
が
困
難
な
た
め
、
「
黎
明

館
」
に
お
世
話
に
な
り
、
高
校
ラ
イ
フ
を
送

っ
て
い
ま
す
。 

　

加
計
高
校
を
選
ん
だ
理
由
は
ず
ば
り
「
ラ

イ
フ
ル
射
撃
」
で
す
。

　

幼
少
期
つ
つ
が
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
で
の
大

会
時
に
、
近
所
の
旅
館
に
世
界
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
宿
泊
し
、

そ
こ
で
ラ
イ
フ
ル
射
撃
に
出
会
い
ま
し
た
。

大
会
を
見
た
り
、
自
分
で
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

の
練
習
に
行
き
、
加
計
高
校
で
ラ
イ
フ
ル
射

撃
を
や
る
と
決
め
て
い
ま
し
た
！

Ｑ
部
活
は
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
？

　

ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で

充
実
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
ラ
イ
フ
ル
射
撃

中
国
大
会
で
は
、
エ
ア
ー
・
ビ
ー
ム
２
部
門

で
優
勝
し
ま
し
た
！

　

３
年
生
最
後
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
の

上
位
入
賞
を
目
標
に
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ル
の
お
か
げ
で
全
国
に
友
達
が
で

き
た
の
も
宝
物
で
す
。

Ｑ
黎
明
館
住
み
心
地
は
？

　

最
高
で
す
！
一
人
部
屋
に
冷
蔵
庫
、
ｗ
ｉ

−

ｆ
ｉ
も
繋
が
る
し
！
ご
飯
も
お
い
し
く
、

朝
は
バ
イ
キ
ン
グ
で
お
野
菜
も
大
盛
Ｏ
Ｋ
で

す
。
昼
は
コ
ン
ビ
ニ
食
で
す
が
、
寮
の
キ
ッ

チ
ン
で
１
週
間
分
の
お
か
ず
を
作
る
生
徒
も

い
ま
す
よ
！

　

寮
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
働
い
た
ポ
イ

ン
ト
を
み
ん
な
で
共
有
し
、
寮
生
活
の
た
め

に
使
え
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。　

　

タ
コ
焼
き
器
な
ど
み
ん
な
で
欲
し
い
も
の

を
検
討
し
て
お
り
、
寮
生
活
の
楽
し
み
の
１

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
お
休
み
は
ど
う
で
す
か
？

　

部
活
も
あ
り
ま
す
が
、
休
日
は
先
輩
後
輩

の
壁
も
な
く
、
み
ん
な
で
交
流
ス
ペ
ー
ス
で

の
雑
談
に
ゲ
ー
ム
に
「
お
勉
強
」
を
し
ま
す
。

　

そ
ば
に
友
達
が
い
る
寮
は
、
何
よ
り
の
環

境
で
す
。
楽
し
い
の
で
実
家
に
は
あ
ま
り
帰

っ
て
い
ま
せ
ん
…
。

　

先
日
、
「
中
高
生
バ
ス
助
成
券
」
で
映
画

を
見
に
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
！　
　

　

こ
こ
に
は
映
画
館
や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
な
い
の
で
、
広
島
市
内
で
楽
し
み
ま
し
た
。

Ｑ
町
で
の
お
ス
ス
メ
は
？

　

月
ヶ
瀬
温
泉
の
「
湯
」
が
好
き
で
す
！

　

寮
で
は
皿
洗
い
や
雪
か
き
の
引
き
換
え
に

「
入
浴
無
料
券
」
を
も
ら
え
た
り
し
ま
す
。

　

お
金
の
支
払
い
は
、
た
い
焼
き
や
フ
レ
ス

タ
で
も
お
得
な
「
も
り
か
」
を
使
っ
て
い
ま

す
。

　

ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
は
、
「
医
療
費
５
０

０
円
」
で
す
。
病
院
に
お
世
話
に
な
る
時
、

と
て
も
安
心
で
助
か
り
ま
す
。

Ｑ
将
来
の
目
標
は
？

　

進
学
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
ラ
イ
フ
ル

射
撃
で
の
道
と
、
動
物
に
携
わ
る
職
業
（
飼

育
員
な
ど
）
へ
の
道
と
で
迷
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
両
立
し
て
で
き
る
所
が
あ
る
と

い
い
の
で
す
が
。　

Ｑ
加
計
高
校
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
！

　

加
計
高
校
で
の
生
活
は
本
当
に
充
実
し
、

忙
し
く
し
て
い
ま
す
。
勉
強
、
就
職
、
部
活
、

進
学
す
べ
て
に
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
頂
け
る

と
こ
ろ
が
一
押
し
の
魅
力
で
す
。
進
学
し
て

後
悔
は
１
ミ
リ
も
な
く
感
謝
の
み
で
す
。

　

探
求
の
時
間
で
は
「
菊
芋
チ
ー
ム
」
で
商

品
化
や
栽
培
研
究
を
行
い
、
「
投
票
率
ア
ッ

プ
チ
ー
ム
」
で
は
、
投
票
所
イ
ベ
ン
ト
で
選

挙
を
盛
り
上
げ
、
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
の

活
動
な
ど
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
の
テ
ス
ト
が
、
学
期
ご
と
で
な
く
単

元
テ
ス
ト
で
行
う
こ
と
も
特
色
で
、
抜
け
目

な
く
勉
強
が
で
き
ま
す
よ
。
ち
な
み
に
得
意

科
目
は
「
体
育
」
で
す
！

　

加
計
高
校
で
の
生
活
は
３
年
間
し
か
な
い

の
で
、
で
き
れ
ば
「
も
っ
と
長
く
加
計
高
校

ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
」
と
思
わ
せ
て
も
ら

え
る
素
敵
な
と
こ
ろ
で
、
め
っ
ち
ゃ
オ
ス
ス

メ
で
す
！

9 広報安芸太田　令和６（2024）年　２月号

雪と仲良く雪と仲良く

たこ焼きパーティーたこ焼きパーティー

ゲームで白熱ゲームで白熱

ビームライフル練習ビームライフル練習
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確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
便
利
な
機
能

令和５年分 所得税・町県民税の申告について

町内申告受付会場
受　付　日 申　告　会　場

３月１日 金 川・森・文化・交流センター

受　付　日 申　告　会　場 ３月４日 月
太田川交流館かけはし

２⽉16⽇ 金

安芸太田町役場本庁東館

３月５日 火

２⽉19⽇ 月 ３月６日 水 松原⾼齢者コミュニティセンター 空谷農事集会所

２⽉20⽇ 火 ３月７日 木 四合⽣活改善センター つぼの地区交流センター

２⽉21⽇ 水
筒賀福祉センター

３月８日 金 寺領地区農業構造改善センター 東区コミュニティセンター

２⽉22⽇ 木 ３月11日 月 猪⼭集会所 旧津浪小学校

２⽉26⽇ 月 安野ふれあいセンター ３月12日 火 旧杉の泊小学校 至誠文化センター

２⽉27⽇ 火 修道せせらぎ文化センター ３月13日 水

本庁税務課

申告受付時間
２月16日㈮～３月５日㈫ 9:00～15:00
３月６日㈬～３月12日㈫ 9:00～14:00
３月13日㈬～３月15日㈮ 9:00～15:00

２⽉28⽇ 水 殿賀ふれあいプラザ ３月14日 木

２⽉29⽇ 木 上殿コミュニティセンター ３月15日 金

申告に関するお願い

◎医療費控除明細書や農業収支内訳書を作成し、会場へご来場ください。
◎役場本庁の税務課と各支所での申告は、窓口業務と並行するため十分な対応ができ
　ない場合があります。できるだけ上記の会場にお越しください。
◎申告はどの会場に来られても受付できますので、ご都合に合わせてご来場ください。
　なお、申告の内容によっては税務署会場へご案内する場合があります。

広島北税務署からのお知らせ

　申告書の作成は、自宅でパソコン・スマホから！
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」な
ら自動で計算しますので、パソコン・スマホからのe-Tax
または郵送（※）での提出の方が大変便利です！

e-Taxをご利用の方は…

スマホやパソコンから…

設置期間／2⽉16⽇㈮〜3⽉15⽇㈮
　※⼟・⽇・祝⽇は除きますが、2⽉25⽇は開場します。

場　　所／「NTTクレドホール」
　　　　　基町クレド・パセーラ11階
　　　　　　広島市中区基町6番78号 広島県庁前
◦確定申告会場への入場には入場整理券が必要です。
◦入場整理券は各会場で当日配布します。
◦入場整理券の配布状況によっては後日の来場をお願い
　する場合があります。　　

※インボイス制度を機に免税事業者からインボイス発行事業者になられた方について、売上税額の
　２割を消費税とすることができる特例です。

申告合同会場のお知らせ自宅等からのe-Taxのご案内

自宅から
マイナンバーカード
とスマホでe-Tax

※国税庁ホームページで作成後、印刷して郵送等で税務署に提出するこ
　ともできます。郵送の際は、ご自身で封筒をご用意ください。
※申告書（控）に税務署の収受日付印が必要な方は、申告書（控）ととも
　に、宛名を記入し、所要額の切手を貼付した返信用封筒を同封してく
　ださい。
※65万円の青色申告特別控除を受ける場合など、一部の方はスマートフ
　ォンでは作成できません。

◦青色申告決算書・収支決算書も作成できます
◦消費税の申告にも対応しています

パソコン・スマホ申告は
ICカードリーダライタは不要です

マイナポータルアプリを
インストールするだけ！

確定申告

確定申告書等作成
コーナーにアクセス

●問い合わせ先
　税務課　☎28−2114

「簡易課税制度」または「２割特例※」を適用される方は、
売上（収入）金額等の入力だけで税額等が自動計算されます。

次の2つでe-Tax送信できます

マイナンバーカード
マイナンバーカード
読取対応のスマホ

+
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住　民　課

みんなの国民年金みんなの国民年金

問い合わせ先
●広島西年金事務所　☎082−535−1505　広島市西区商工センター2−6−1　NTTコムウェア広島ビル1階

●本庁住民課　☎28−2116　●加計支所　☎22−1111　●筒賀支所　☎32−2121

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡く
なったときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の人は加入することが義務付けられており、20歳になると日本年金
機構から国民年金加入のお知らせが届きます。

　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため安定していますし、年金の給付は生涯にわたって
保障されます。
　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
　また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されてい
た遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

　国民年金第１号被保険者および任意加入被保険者の１か月当たりの保険料は、
16,980円です（令和６年度）。
　定額保険料（16,980円）に月額400円の付加保険料を上乗せして納めると、将
来の老齢基礎年金に付加年金が加算され、年金額を多く受け取れます。

　保険料をまとめて前払い（前納）すると、割引が適用されるのでおトクです。

　口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省け、納め忘れも防ぐこ
とができます。さらに、「早割（当月未納付）」や「前納」で納めると、保険料が割
引されます。
※付加年金および前納は申出月からの開始となりますので、20歳到達月（20歳の誕
　生日の前日が含まれる月）からの納付を希望される場合は、20歳到達月中にお申
　し出ください。

　学生の方は、ご本人の所得が一定以下の場合、世帯主の所得にかかわらず保険料
の納付が猶予される制度です。対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大
学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１年
以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在籍する学生等です。
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や失業した場合な
ど、保険料を納めることが経済的に困難な場合に、保険料の納付が免除される制度
です。免除される額は、全額免除・一部免除になります。なお、一部免除は、減額
された保険料を納めないと未納期間となりますので、必ず納めてください。
　学生以外の50歳未満の人で、ご本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の
場合に、保険料が猶予される制度です。

●国民年金のポイント

将来の大きな支え
になります!

国民年金の保険料

付 加 年 金 制 度

前 納 割 引 制 度

口座振替・クレジ
ットカードでのお
支払い

学生納付特例制度

免除（全額免除・
一部免除）制度

納 付 猶 予 制 度

老後のためだけの
ものではありませ
ん!

●国民年金保険料のお支払い

●「学生納付特例制度」と「免除・納付猶予制度」

20歳になったら国民年金



　
山や
ま
門か
ど　
優ゆ

那な

さ
ん

　
伊い

藤と
う　
儀よ
し
斗と

さ
ん

　
梅う
め
田だ　
咲そ

空ら

さ
ん

　
大お
お
江え　
曄よ
う
希き

さ
ん

　
髙こ
う
下げ　
遥は
る
斗と

さ
ん

　
児こ

玉だ
ま　
雄ゆ
う
生せ
い

さ
ん

　
新し
ん
宅た
く　
陽は
る
樹き

さ
ん

　
菅す
げ
田た　
峻し
ゅ
ん
や也
さ
ん

　
多た

賀が　
凛り

依い

さ
ん

　

田た

中な
か　
唯い

理り

さ
ん

　
渡わ
た
り　
　
修し
ゅ
う
じ次
さ
ん

　

生
き
物
も　

い
の
ち
は
あ
る
よ　

大
切
に

〈
６
年
生
〉

　

ゴ
ミ
を
す
て
る
な　

自
然
の
環
境
守
る
た
め

　

あ
な
た
が
な
げ
た
ゴ
ミ　

生
き
物
を
き
ず
つ
け
る

　

今
す
ぐ
に　

考
え
だ
そ
う　

環
境
の
こ
と

　

ポ
イ
捨
て
は

自
然
を
よ
ご
す

き
れ
い
に
し
よ
う

　

森
や
海　

ゴ
ミ
箱
で
は
な
い　

自
然
の
宝

　

Ｃ
Ｏ
２　

出
さ
な
い
た
め
に
も　

節
電
を

　

ポ
イ
捨
て
や
め
よ
う　

き
れ
い
な
町
へ

　

目
を
向
け
て　

ゴ
ミ
の
無
い
町　

守
る
た
め

　

ご
み
を
ひ
ろ
う
そ
の
行
動

世
界
を
す
く
う
第
一
歩

　

ぽ
い
捨
て
や
め
よ
う　

地
球
の
た
め
に

　
梅う
め
本も
と
ほ
の
わ
さ
ん

　
小お

坂さ
か
陽ひ

真ま

里り

さ
ん

　
梶か
じ
原は
ら　
莉り

歩ほ

さ
ん

　
片か
た
山や
ま
木こ

乃の

美み

さ
ん

　
新し
ん
宅た
く　
結ゆ
う
太た

さ
ん

　
竹た
け
舛ま
す　
友ゆ

鈴ず

さ
ん

　
武た
け
山や
ま　
暉き

洸こ
う

さ
ん

　
所と
こ
ろ　
凜り
ん
太た

朗ろ
う

さ
ん

　
野の

川が
わ　
夏か

瑛え

さ
ん

　
村む
ら
田た　
燈ひ

香よ

さ
ん

◎
戸
河
内
小
学
校

〈
３
年
生
〉

　

食
品
ロ
ス　

す
こ
し
だ
け
で
も　

へ
ら
そ
う
よ　

　

命
あ
る　

生
き
て
る
な
か
間　

大
事
に
ね

　

ポ
イ
す
て
で　

ま
わ
り
の
し
ぜ
ん　

こ
わ
し
て
る

　

川
や
海　

ゴ
ミ
を
す
て
な
い　

み
ん
な
で
ね

　

ポ
イ
す
て
で　

世
界
を
こ
わ
し
て　

も
ど
せ
る
の

　

川
の
命　

み
ん
な
で
ま
も
ろ
う　

こ
れ
か
ら
も

　

海
の
ゴ
ミ　

あ
っ
た
ら
拾
お
う　

う
つ
く
し
く

　

で
ん
き
を
ね

つ
け
た
ら
け
そ
う

も
っ
た
い
な
い

　

ポ
イ
す
て
ゼ
ロ

み
ん
な
で
ま
も
ろ
う

生
き
物
を

　

ポ
イ
す
て
で

ど
ん
ど
ん
き
え
て
る

大
事
な
い
の
ち

　
安
芸
太
田
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
の
推
進
委
員
は
、
各
地

区
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
推
進
委
員
を
中
心
に
町
民
の
「
環
境
」
と
「
健
康
」
を
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
守
る
た
め
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
地
域
社
会
の
健

全
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。　

　
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
の
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
環
境
健
康
募
金
、
会
費
、
町
補

助
金
等
を
財
源
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
は
、
募
金
６
６
０
，４
５
０
円
、

会
費
４
４
６
，２
０
０
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
公
衛
協
で
は
、
町
内
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
「
環
境
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
テ
ー
マ
の
「
守
ろ
う
美
し
い
地
球
」
に
沿
っ
た
、
小
学
生
ら
し
く
、
地
域
へ
の

愛
が
感
じ
ら
れ
る
、
計
68
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
月
は
戸
河
内
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。　

環
境
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

安芸太田町公衆衛生推進協議会からのお知らせ
●問い合わせ先／本庁住民課 ☎28−2116　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121
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◦
と　

き
／
２
月
22
日
㈭
　
14
時
～
16
時

◦
と
こ
ろ
／
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
　
１
階 

や
ま
び
こ
ホ
ー
ル

◦
演　

題
／
「
健
康
長
寿
へ
の
道　

～
が
ん
検
診
の
重
要
性
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
レ
イ
ル
予
防
の
カ
ギ
は
運
動
に
あ
り
～
」

◦
講　

師
／
公
益
財
団
法
人
広
島
県
地
域
保
健
医
療
推
進
機
構
総
合
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

管
理
栄
養
士
・
健
康
運
動
指
導
士　

藤ふ
じ

井い

奈な

穂お

子こ

氏

　

公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
「
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
の

向
上
」
と
「
健
康
診
査
の
重
要
性
」
の
啓
発
を
目
的
に
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
公
演
の
中
で
、
簡
単
な
運
動
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
推
進
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ
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災
害
へ
の
備
え
い
ざ
と
い
う
と
き
に

①
飲
料
水
（
一
人
一
日
３
ℓ
）

　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
も
有
効

②
食
料
（
人
数
分
で
３
日
分
）

　

す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
て
日
持
ち
の
す
る
も
の

③
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

　

（
携
帯
電
話
な
ど
の
充
電
用
）

④
簡
易
ト
イ
レ

⑤
笛
（
居
場
所
を
知
ら
せ
る
た
め
）

⑥
防
寒
具
、
ア
ル
ミ
毛
布

　

か
さ
張
り
に
く
い
ア
ル
ミ
毛
布
が
お
す
す
め
で
す
。

⑦
携
帯
ラ
ジ
オ

　

Ａ
Ｍ
、
Ｆ
Ｍ
両
方
が
聞
け
る
も
の
。
手
回
し
式

　

充
電
機
能
が
あ
る
と
な
お
良
い
で
す
。

⑧
靴
、
室
内
用
ス
リ
ッ
パ

⑨
ガ
ム
テ
ー
プ
、
軍
手

　

ガ
ム
テ
ー
プ
は
布
製
が
お
す
す
め
で
す
。

　

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
今
も
水
道
の
断
水
な
ど
に
よ

っ
て
厳
し
い
避
難
所
生
活
が
続
い
て
お
り
、
安
芸
太
田
町
か
ら
も
石
川
県

輪
島
市
に
支
援
の
た
め
に
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

安
芸
太
田
町
に
お
い
て
も
、
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

　

地
震
に
限
ら
ず
、
日
頃
か
ら
準
備
し
て
お
き
た
い
物
資
や
行
動
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑩
救
急
セ
ッ
ト

　

絆
創
膏
、
包
帯
、
マ
ス
ク
な
ど

⑪
服
用
薬
、
お
薬
手
帳

　

服
用
薬
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
お
薬
手
帳
が

　

あ
る
と
投
薬
が
可
能
で
す
。

⑫
懐
中
電
灯

　

夜
間
の
避
難
の
必
需
品
。
商
品
に
よ
っ
て
は
定

　

期
的
規
則
的
に
点
滅
し
て
救
助
要
請
で
き
る
も

　

の
も
あ
り
ま
す
。

①
姿
勢
を
低
く
（
し
ゃ
が
む
）

②
頭
や
体
を
守
る
（
か
く
れ
る
）

③
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
じ
っ
と
す
る
（
待
つ
）

④
状
況
を
確
認
す
る

⑤
火
の
元
を
確
認
す
る

⑥
避
難
す
る
際
に
は
持
ち
出
し
袋
を
忘
れ
な
い

備
え
て
お
き
た
い
持
ち
出
し
物

地
震
発
生
時
の
行
動

　　
安
芸
太
田
町
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

（
１
世
帯
あ
た
り
７
万
円
）
の
ご
案
内　

　

支
給
要
件
を
確
認
し
た
の
ち
１
世
帯
あ
た
り
７
万
円
を
給

付
し
ま
す
。
こ
れ
は
期
間
限
定
マ
ネ
ー
と
し
て
安
芸
太
田
町

地
域
通
貨
の
「
も
り
か
」
に
付
与
し
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
９
月
30
日
㈪
で
す
。
期
限
内
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
期
限　

３
月
29
日
㈮

※
未
記
載
の
確
認
書
が
届
い
て
い
ま
す
。
申
請
を
し
た
け
ど

　

決
定
通
知
が
届
か
な
い
と
い
う
人
は
健
康
福
祉
課
へ
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
２
５−

０
２
５
０

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点

支
援
給
付
金
を
受
け
取
ら
れ
た
人
へ　
　

有
効
期
限
は
２
月
29
日
！

　

１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
を
期
間
限
定
マ
ネ
ー
と
し
て
安
芸

太
田
町
地
域
通
貨
の
「
も
り
か
」
で
給
付
し
ま
し
た
。

　

有
効
期
限
は
２
月
29
日
㈭
で
す
。
期
限
内
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
２
５−

０
２
５
０

給
付
額

有
効
期
限

３
万
円

２
月
29
日
㈭

７
万
円

９
月
30
日
㈪

●
問
い
合
わ
せ
先
／
危
機
管
理
室
☎
２
８−

２
１
１
１
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安
芸
太
田
町
二
十
歳
を
祝
う
会
が
、
１
月
７
日
、
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー

や
ま
び
こ
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
、
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
54
人
の
う
ち
、
35
人
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
代
表
し
て
上う
え

西に
し

虹な
な

美み

さ
ん
が
記
念
品
を
受
領
さ
れ
、
菅す
げ

田た

壮そ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
が
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
、
失
敗
を
繰
り
返
し
て
も
諦
め
な
い
気

持
ち
が
大
切
だ
と
い
う
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
プ
ロ
野
球
独
立
リ
ー
グ
宮
崎
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ズ

で
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
安
芸
太
田
町
出
身
の
梶か
じ

山や
ま

楽が
く

さ
ん
か
ら
自
ら
の
体
験
と
歌
を
交

え
て
、
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年　

安
芸
太
田
町

　

二
十
歳
を
祝
う
会
開
催

　

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
中
か
ら
４
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

小お

田だ　

健け
ん

登と

さ
ん

福
島
大
学　
　
　
　
　

（
加
計
中
学
校
卒
業
）　　

岡お
か

崎ざ
き　

颯さ
つ

希き

さ
ん

呉
共
済
病
院
専
門
学
校

（
加
計
中
学
校
卒
業
）　　

Ｑ
現
在
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

大
学
で
地
学
を
専
攻
し
て
お
り
、
地
球
環
境
の
勉

強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
へ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
安
芸
太
田
町
へ
恩
返
し
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
で
の
思
い
出
は
何
で
す
か
？

　

高
校
の
授
業
で
井
仁
の
棚
田
に
行
っ
た
際
に
、
棚

田
の
歴
史
や
農
作
業
の
機
械
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と

で
す
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
？

　

研
究
を
し
て
成
果
を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
現
在
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

看
護
師
を
目
指
し
て
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

病
気
や
疾
患
、
精
神
、
小
児
な
ど
分
野
ご
と
に
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
の
で
大
変
で
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
へ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

い
つ
か
恩
返
し
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
で
の
思
い
出
は
何
で
す
か
？

　

合
同
文
化
祭
で
披
露
し
た
太
鼓
と
職
場
体
験
で
中

国
電
力
へ
訪
問
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
？

　

看
護
師
国
家
試
験
へ
合
格
す
る
こ
と
で
す
。
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武た
け

田だ　

文あ
や

華か

さ
ん

広
島
文
化
学
園
大
学　

（
安
芸
太
田
中
学
校
卒
業
）

藤ふ
じ

本も
と　

結ゆ
い

乃の

さ
ん

県
立
広
島
大
学　
　
　

（
安
芸
太
田
中
学
校
卒
業
）

Ｑ
現
在
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

大
学
の
つ
な
が
り
が
あ
る
宇
品
の
特
別
支
援
学
校

に
赴
い
て
、
障
害
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
と
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
な
ど
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
へ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

◦
中
学
校
が
な
く
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
。

◦
こ
ど
も
が
増
え
て
ほ
し
い
。

◦
人
の
温
か
み
が
あ
る
町
な
の
で
、
そ
れ
も
含
め
て

　

た
く
さ
ん
の
人
に
安
芸
太
田
町
を
知
っ
て
ほ
し
い

　

で
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
で
の
思
い
出
は
何
で
す
か
？

　

中
学
３
年
の
合
同
文
化
祭
で
の
合
唱
が
一
体
感
が

あ
っ
て
、
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
？

　

教
員
免
許
を
取
得
し
て
特
別
支
援
学
校
の
先
生
に

な
り
た
い
で
す
。

Ｑ
現
在
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

管
理
栄
養
士
に
な
る
た
め
の
実
習
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
実
習
は
学
校
の
給
食
に
出
す
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
、
材
料
の
調
達
か
ら
料
理
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

７
人
で
１
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
み
ん
な
で
協
力
し
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
へ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

◦
「
ど
こ
？
」
と
言
わ
れ
る
か
ら
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ほ
し
い
。

◦
町
の
知
名
度
を
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
で
の
思
い
出
は
何
で
す
か
？

　

清
水
先
生
に
出
会
え
た
こ
と
と
中
学
校
の
部
活
動

（
バ
レ
ー
）
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
？

　

が
ん
専
門
の
管
理
栄
養
士
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
が
ん
患
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
食

事
の
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
食
品
の
ロ
ス
を
減
ら
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

記念品受領

誓いの言葉

激励の言葉



昭和20年8月6日に降った

広島の 「黒い雨」 に遭われた人へ
　令和4年4月1日から運用が開始され、被爆者健康手帳を受け取った方は1月
16日現在で503人です。
　下記の要件を満たす人は、被爆者健康手帳を受け取ることができます。

要件①　広島の「黒い雨」に遭ったこと

要件②　障害を伴う一定の疾病にかかっていること

● 「黒い雨」に遭い、 遭った場所・時間帯、降雨状況、生活状況などが確認できること。
　※ご家族から「黒い雨」に遭ったと言われた記憶があるが、ご自身が「黒い雨」に遭ったかどうか
　　は分からない場合など、手帳交付の対象になるか不明なときも、申請してください。

●11種類の障害を伴う一定の疾病のいずれかにかかっていることが確認できること。
　※障害を伴う一定の疾病（原子爆弾の放射能の影響によるものでないことが明らかであるものを除
　　く） にかかっているかどうかは、提出していただいた診断書をもとに審査します。

11種類の障害を伴う一定の疾病

①造血機能障害を伴う疾病
　再生不良性貧血、鉄欠乏性貧血など
②肝臓機能障害を伴う疾病
　肝硬変など
③細胞増殖機能障害を伴う疾病
　悪性新生物など
④内分泌腺機能障害を伴う疾病
　糖尿病、甲状腺機能低下症など
⑤脳血管障害を伴う疾病
　くも膜下出血、脳出血、脳梗塞など
⑥循環器機能障害を伴う疾病
　高血圧性心疾患、慢性虚血性心疾患など

広島の「黒い雨」に遭った人の胎児であった人へ
胎内被爆の対象者は、昭和21年５月31日までに出生した人です。
◎交付要件は次の両方を証明する必要があります。
　◦母親が広島の「黒い雨」に遭ったこと
　◦母親が障害を伴う一定の疾病にかかっていること

【申請用紙の取得および提出窓口】
　◦安芸太田町健康福祉課　☎︎25－0250　
　◦安芸太田町役場　本庁・加計支所・安野出張所・筒賀支所
【制度の詳しい内容や申請に関するお問い合わせ】
　◦広島県健康福祉局被爆者支援課　☎︎082−513－3116
　◦安芸太田町健康福祉課　☎︎25－0250〈下殿河内236番地（安芸太田病院併設）〉

⑦腎臓機能障害を伴う疾病
　慢性腎炎、慢性腎不全など
⑧水晶体混濁による視機能障害を伴う疾病
　白内障　
　白内障の手術歴がある場合（眼内レンズ挿入
　者）は、白内障にかかっているとみなします。

⑨呼吸器機能障害を伴う疾病
　肺気腫、慢性間質性肺炎、肺線維症など
⑩運動器機能障害を伴う疾病
　変形性関節症、変形性脊椎症など
⑪潰瘍による消化器機能障害を伴う疾病
　胃潰瘍、十二指腸潰瘍など
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12
月
16
日
、
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
【
人
権
フ
ェ
ス
タ
】
が
開
催

さ
れ
、
兒
玉
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

吉よ
し

益ま
す

伸の
ぶ

幸ゆ
き

先
生
を
招
き
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、
『
成
年
後

見
制
度
の
説
明
は
、
何
度
も
繰
り
返
し
聞
く

こ
と
で
、
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
の
で
、
今

後
も
開
催
し
て
ほ
し
い
。』『
も
う
少
し
、
事

例
を
話
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。』
な
ど
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
町
内
の
福
祉
事
業
所

の
皆
様
が
作
ら
れ
た
作
品
の
展
示
、
福
祉
用

具
の
体
験
な
ど
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
報
告

研
修
会
報
告

　　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
講
演
会
の
ご
案
内

２
月
18
日
㈰
14
時
〜
15
時
20
分

川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー

や
ま
び
こ
ホ
ー
ル

◦
講　

演

　
　

テ
ー
マ
／
「
だ
れ
も
が
新
し
い
地
域
の
リ
ー
ダ
ー　

～
地
域

　
　
　
　
　
　

包
括
ケ
ア
の
主
体
は
誰
か
で
は
な
く
誰
も
～
」

　
　

講　

師
／
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
・
ラ
ボ
代
表　

井い

岡お
か　

仁ひ
と

志し

氏

◦
今
年
度
の
取
り
組
み
報
告

　

モ
デ
ル
地
区
の
取
り
組
み
・
意
見
交
流
会
（
人
材
育
成
講
座
）
の

　

取
り
組
み

　

安
芸
太
田
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
委
員
会
で
は
、「
地
域
共
生
社
会
の

実
現
」
の
視
点
か
ら
捉
え
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
の
研
鑽
と
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
こ
の
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
町
内
に
広
げ
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

人
と
人
が
つ
な
が
り
直
す
と
、
地
域
が
元
気
に
な
り
ま
す
。

　

誰
か
で
は
な
く
誰
も
が
「
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
」
と
な
り
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
新
し
い
地
域
の
形
を
作
り
あ
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

と　

き

と
こ
ろ

内　

容●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課　

介
護
保
険
係　

☎
２
５−

０
２
５
０

◆
主　

催
／
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ
先
／
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
２－

２
０
３
１

お
知
ら
せ
!!

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーから
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安芸太田町国民健康保険からのお知らせ

　今年度実施している『特定健診キャンペーン（5,000円分のmoricaマネー付与）※』の対象期間は
令和５年12月31日までとなっていましたが、令和6年2月29日（木）まで延長することになりました。
　今年度に特定健診、山ゆり健診、人間ドック（基本項目を含む）、サクッと健診、みなし健診を受診
されていない方はぜひ受診ください。また、全体の受診率に応じて町内保育園、こども園、小中学校
へ図書カードの贈呈【現時点40,000円（受診率50.6％）】もありますので、町内子どもたちのために
ご協力をお願いします。
　なお、すでに特定健診等を受診された方のmoricaマネーの付与または付与予定については、下記
表のとおりとなっていますのでご確認ください。

※本キャンペーンの対象者は、安芸太田町国民健康保険被保険者（令和５年４月１日時点）のうち、令和５年度
　に特定健診等を受診された40～75歳の人です。

マネー付与対象者 マネー付与日 備　考
令和５年度山ゆり健診受診者（春季）＋特定健診受診者
（令和５年９月30日時点で受診確認できた人）

令和５年　
11月15日㈬

マネー
付与済み

令和５年度山ゆり健診受診者（秋季）＋特定健診受診者
（令和５年10月30日時点で受診確認できた人）

令和５年　
12月15日㈮

マネー
付与済み

令和５年度特定健診受診者
（令和５年12月31日時点で受診確認できた人）

令和６年　
２月15日㈭

マネー
付与予定

令和５年度特定健診受診者
（令和６年２月29日時点で受診確認できた人）

令和６年　
４月15日㈪

マネー
付与予定

令和５年度特定健診キャンペーン令和５年度特定健診キャンペーン

●問い合わせ先／住民課　☎28−2116

国保税は納期限内に納めましょう。

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

２
月
上
旬
に
「
安
芸
太
田
町
健
診
事
業
の
案
内
」
を
世
帯
ご

と
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
こ
ち
ら
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
安
芸
太
田
町
健
診
事
業

　

◦
集
団
健
診
…
山
ゆ
り
健
診

　

◦
個
別
健
診
…
人
間
ド
ッ
ク
、
サ
ク
ッ
と
健
診

◆
申
込
方
法

　

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

◦
電
話

　

◦
申
込
書
（
返
信
用
封
筒
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

　

※
申
込
期
限
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す

◆
注
意
事
項

　
　

令
和
５
年
度
よ
り
社
会
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
等
）
の
被
保

　

険
者
（
本
人
）、
被
扶
養
者
（
家
族
）
の
個
別
健
診
…
人
間
ド

　

ッ
ク
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
　

こ
の
機
会
に
、
保
険
者
の
設
定
し
た
健
康
診
査
制
度
を
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い
。（
保
険
証
に
記
載
の
連
絡
先
）

◆
参　
　

考

　

◦
全
国
協
会
け
ん
ぽ
広
島
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

健
診
の
ご
案
内

　
　

https://w
w

w
.kyoukaikenpo.or.jp/g4/cat410/

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課　

☎
２
２−

０
１
９
６
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地
域
商
社
で
は
、
四
季
折
々
の
安
芸
太
田
町
の
大
自
然
を
舞
台

に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
や
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
、
お
客
様
を
ご

案
内
す
る
「
あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ
ド
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ
ド
に
は
、
規
定
に
定
め
た
報
酬
を
お
支

払
い
し
ま
す
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
趣
味
の
方
や
、
郷
土
の
歴
史
に

興
味
が
あ
る
方
な
ど
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
観
光
ま
ち
づ
く
り

へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
あ
き
お
お
た
里
山
養
成
講
座
を

実
施
中
で
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
地
域
商

社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

広
電
バ
ス
と
恐
羅
漢
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
と
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち

の
コ
ラ
ボ
企
画
「
恐
羅
漢
ス
キ
ー
バ
ス
セ
ッ
ト
券
【
バ
ス
ノ
ー

（BusSnow

）
旅
】」
の
企
画
乗
車
券
の
販
売
が
、
１
月
25
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

◦
広
島
市
内
か
ら
戸
河
内
IC
ま
で
の
往
復
が
１
，５
０
０
円

◦
恐
羅
漢
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
で
の
各
種
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
が

　

５
０
０
円
割
引
（
平
日
限
定
）

◦
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
で
５
０
０
円
ク
ー
ポ
ン
を
ゲ
ッ
ト

　

広
島
市
内
か
ら
、
雪
道
の
運
転
が
不
安
な

方
も
安
心
し
て
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
、
恐

羅
漢
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
広
島
市
内
の
お
知
り
合
い
の

方
へ
お
す
す
め
し
て
く
だ
さ
い
。

一般社団法人地域商社あきおおた
〒731−3664 安芸太田町大字上殿632–2

　☎28–1800 FAX28–1843

〔あきおおたDMO〕【道の駅来夢とごうち】

地域商社あきおおた通信　第56号 https://cs-akiota.or.jp

「
あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ
ド
」
募
集
中
！

あきおおたから
ホームページ

　

１
月
19
日
に
、
大
洋
州
か
ら
28
名
の
大
学
生
が
来

町
し
、
民
泊
体
験
と
神
楽
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

町
内
９
家
庭
に
民
泊
し
た
生
徒
た
ち
は
、
長
い
巻

き
寿
司
を
作
っ
た
り
、
餅
つ
き
を
し
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
日
本
文
化
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

お
別
れ
式
で
は
、
生
徒
か
ら
の
熱
烈
な
歌
と
ダ
ン

ス
で
大
歓
声
。
国
を
跨
い
だ
良
い
交
流
と
な
り
ま
し

た
。

※
大
洋
州
と
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
を
含
む
、

　

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
フ
ィ
ジ
ー
な
ど
16
の
国

　

と
地
域
を
い
い
ま
す
。

　

昨
年
の
「
は
じ
め
て
の
雪
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」

本
格
実
施
と
し
て
、
沖
縄
の
旅
行
会
社
と
連
携
し
「
雪

体
験
と
広
島
の
旅
２
泊
３
日
～
こ
ど
も
と
一
緒
に
雪
国

へ　

雪
遊
び
と
広
島
の
平
和
学
習
を
感
じ
る
旅
」
の
ツ

ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
原
爆
ド
ー
ム
や
平
和
公
園
を
巡
る
平
和
学
習
、

２
日
目
は
恐
羅
漢
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
や
深
入
山
で
雪
遊
び
。

　

沖
縄
で
は
雪
が
降
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

子
ど
も
た
ち
も
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
埋
ま
っ
た
り
、
生

ま
れ
て
初
め
て
の
雪
に
大
は
し
ゃ
ぎ
♪
宿
泊
先
の
い
こ

い
の
村
ひ
ろ
し
ま
に
帰
っ
た
ら
グ
ッ
タ
リ
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
「
今
度
は
ス
キ
ー
を
し
て
み
た
い
」
「
ソ
リ

が
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
、
沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
も
大
満

足
の
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
は
３
泊
４
日
で
、
神
楽
体
験
を
加
え
た
雪
遊
び

ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
地
域
商
社
で

は
、
安
芸
太
田
の
四
季
を
存
分
に
体
験
し
て
も
ら
え
る

よ
う
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

TOPIX
海
外
・
大
洋
州
※
か
ら
の
大
学
生
28
人
が
民
泊
体
験
♪

沖
縄
か
ら
安
芸
太
田
で
雪
遊
び
♪

広
島
市
内
か
ら
お
得
な
バ
ス
ノ
ー
旅
で

安
芸
太
田
へ
♪

広電バスMOBIRY
三段峡線企画乗車
券特設ページ

19 広報安芸太田　令和６（2024）年　２月号



全校生徒が居ながらにして国際交流のできる学校
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◆◆GO!GO!加計高通信　第114号◆◆

　
12
月
20
日
、
保
育
・
福
祉
コ
ー
ス
の
２
・
３
年
生
の
生
徒
７
名
が
、
認
定
こ
ど
も

園
あ
さ
ひ
を
訪
問
し
「
お
た
の
し
み
か
い
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
や
ダ
ン
ス
の
披
露
、
手
作
り
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、

園
児
た
ち
に
は
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

　
参
加
生
徒
た
ち
も
園
児
た
ち
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
「
子
ど
も

た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
。」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
21
日
、
冬
季
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
を
加
計

体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
男
女
と
も
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
熱
い

プ
レ
ー
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
３
年
生
に
と
っ
て
は
高
校
生
活
最
後
の
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
、
み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
い
、

ク
ラ
ス
を
応
援
し
、
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
し

ま
し
た
。

　
外
は
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、

真
剣
に
楽
し
み
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
は
皆

で
拍
手
を
お
く
る
な
ど
熱
気
あ
ふ
れ
る
ク
ラ

ス
マ
ッ
チ
で
し
た
。

冬
季
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

こ
ど
も
園
訪
問
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国際交流だより国際交流だより
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学校生活について学校生活について
　皆さん、こんにちは！私は今、日本でたくさん新しいことを経験しながら、安芸太田町

での生活をとても満喫しています。

　安芸太田町の皆さんが私のことを歓迎くださり、とても感謝しています。町内の小学校と中学校で楽し

く教えています。

　イギリスの学校は朝の９時から始まって、10時半から15分間の休

憩があります。休憩中に家から持ち込んだおやつを食べてもよいで

す。日本の午前中の授業がとても長くて、おやつタイムもないのが

少しびっくりしました。

　イギリスの給食の時間は12時からです。給食の配膳は生徒ではな

く給食スタッフで、料理と配膳までしています。児童はその日のメ

ニューから選ぶことができ、サラダが欲しくなかったら、「サラダ

は結構です。」とスタッフに言えば、大丈夫です。ランチを食べ終

わったら、13時まで休憩時間です。昼休憩中に学校の中で過ごして

いる児童をみて、びっくりしました。イギリスの学校では休憩中は

外で過ごさないといけないからです。昼休憩のクラブ活動があると

き以外は教室や廊下もだめで雨の日でも児童は外に出ないといけま

せん。

　イギリスの学校は午後３時半くらいには下校です。イギリスでは小

学生は絶対に一人で歩いて帰ってはいけないので、学校の一日が終

わったら、グラウンドで子どもを待っている保護者がたくさんいます。

保護者が迎えに来なかった時も、児童の安全のため、学校のグラウン

ドから出てはいけません。お迎えができないときは有料の放課後クラ

ブがあります。日本は安全な国で子どもたちが一人で歩いて帰れるこ

とはとても良いなと思いました。しかし、長い一日の終わりに親の腕

に走っていくイギリスの子どもたちの姿をよく見ていたので、恋しい

です。

　日本では学校に対して関心が高いと思います。イギリスより日本の親のほうが子どもの教育に興味があ

ると感じました。これは子どもの学校での態度にもつながると思います。

　私は先生として、生徒の学びや成長を見るのが大好きです。日本の学校での教え方、考え方など、いろ

いろ学べる機会があることをとてもうれしく思っています。みなさん、これからもよろしくお願いします。

ひろしま
環境の日

広島県では、毎月第一土曜日を「ひろしま環境の日」と定めています。まず
は、できることから!! みんなでエコな活動を率先して実践していきましょう。

やってみよう省エネ生活！
～電化製品は主電源を切り、待機電力を減らそう～

●3月2日（土）のテーマは

　私はイギリスでは小学校の教師だったのでマンチェスターのいろんな学校で働いていました。安芸太田

町の学校が全部違って、いろいろ勉強になります。日本に来てから気づいた日本とイギリスの学校生活の

違いがたくさんあり、皆さんに紹介したいと思います。

エレンのページ



　各学校からのお知らせや子ども達の様子を「学校だより」

として掲載しています。

　今月は、筒賀小と加計中からの「学校だより」です。
学校だより学校だより学校だより学校だより

　加計中学校では、２年生の総合的な学習の時間の学習として模擬会社を設立し、商品開発から販売

までを行っています。生徒は、商品開発や販売に向けて課題を発見しながら主体的に課題解決に取り

組みました。生徒は、模擬会社の社名や役職・部署・担当を決め、試行錯誤を重ねながら、商品とな

る名札・スタンプ・パソコン台をデザインし、安芸太田町内の企業に協力していただくことで商品化

することができました。

　商品は、令和５年11月14日に本校で開催した第71回広島県中学校視聴覚教育研究大会で来校された

皆さんに購入していただきました。購入者のニーズを考えながら、商品の選定や価格の確定、商品を

購入してもらうための商品説明またはＰＲ活動を行うなど、長期にわたる学習でしたが、生徒にとっ

て達成感のある学習となりました。

　学習にご協力していただいた地域の皆さん、企業の皆さん、ありがとうございました。

　筒賀小学校では、毎年、地域の大
おお

江
え

眞
まこと

先生に毛筆の

ご指導をいただいています。

　おかげさまで、運筆や字形の基礎を学ぶことができ、

全国書画展覧会で、今年も多くの児童が入選いたしま

した。

　特選…１名　　金賞…12名　　銀賞・銅賞…多数

《模擬会社による商品開発》
2年生 総合的な学習の時間

書写学習の紹介筒賀小より

加計中より
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　１月15日～19日には、校舎１階廊下にて、

書初め展を開催いたしました。

　大江先生に審査していただき、入賞も決ま

りました。

　我が国の伝統文化としての書き初めに取り

組むことを通して、硬筆や毛筆の練習で身に

ついた力が、生活の中の行事にも息づいてい

ることを感じてほしいと願っています。



 

23

図書館
　だより

筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内2階川・森・文化・交流センター内2階　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

読んでミンサイ新刊案内読んでミンサイ新刊案内

移動図書館やまびこ号運行日
２月１３日（火）・１４日（水）

１５日（木）・１６日（金）

『文藝春秋オピニオン2024年の論点100』

『美智子さま』

『ドクターズスクワット』

『メガヒットが連発する殻を破る思考法』

『江戸でバイトやってみた。』

『ルポ無縁遺骨』

『SHO-TIME』

『播磨国妖綺譚』（小説）

『変な家』２（小説）

『戦国武将伝』東日本編・西日本編（小説）

『月ぞ流るる』（小説）

『予幻』（小説）

一　

般　

書

児　

童　

書

『雪のふしぎ』

『古生物の学校』

『にほんちず　まなびの天才』

『紫式部』（伝記）

『ねこもおでかけ』（よみもの）

『あながち発明団』１（よみもの）

『テーマパークのおばけずかん』（よみもの）

『大ピンチずかん』２（絵本）

『ひこうじょうのはたらくくるまたち』（絵本）

　近代日本を彷彿させる架空の世界が舞台。特殊

な【異能】を持つ家系に生まれながら、能力を持

たないため家族に虐げ

られてきた少女、斎
さい

森
もり

美
み

世
よ

。冷酷無慈悲と言

われるエリート軍人・

久
く

堂
どう

清
きよ

霞
か

との政略結婚

を命じられる。

　2019年発売後すぐに

コミック化、アニメ化

と続き、昨年３月には

実写映画化された大ヒ

ット作。

顎木あくみ╱著 KADOKAWA
『わたしの幸せな結婚』 １～７

本館月末休館日 ２月２９日（木）

えほんのもり おはなし会えほんのもり おはなし会
本 館…2月24日（土） 10：30〜

広報安芸太田　令和６（2024）年　２月号

今月のおススメ本今月のおススメ本

本館では蔵書点検などを行うため、３月14日㈭～３月20日㈬の間休館
します。ご迷惑をおかけしますが、ご協力よろしくお願いします。

本の返し忘れは
ございませんか？

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 IPコールセンター

【受付時間】 午前９時～午後５時  土曜・日曜・祝日も受付中（年末年始12/29～1/3を除きます。）
◎携帯電話・PHSからも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレー
　ション事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった
　場合でもお気軽にお電話ください。

審査  23−00067

広告

0120−116116



　

３
月
８
日
㈮　

10
時
～
12
時

　

３
月
９
日
㈯　

10
時
～
16
時

　

３
月
10
日
㈰　

10
時
～
16
時

●
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
司
法
書
士
会

　

☎
０
８
２−

２
２
１−

５
３
４
５

せ
ら
し
お

n
oi

t
a

mr
o

f
n

I
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深
入
山　

山
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

４
月
７
日
㈰
に
深
入
山
で
山
焼
き
を
実
施
し
ま
す
。

　

山
焼
き
を
持
続
可
能
な
体
制
で
実
施
し
て
い
け
る
よ
う
、
令
和
６

年
度
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

記
憶
に
残
る
活
動
を
共
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
細
は
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
時　
　
　

間
／
７
時
30
分
～
16
時
（
予
定
）

◆
作
業
内
容
／
・
防
火
帯
作
成
な
ど
の
補
助
作
業

　
　
　
　
　
　
　

・
火
入
れ

　
　
　
　
　
　
　

・
火
消
し
作
業

◆
募
集
定
員
等
／
全
体
35
名

　

・
Ａ
班
・
Ｂ
班
20
人
（
各
班
10
人
）
18
歳
以
上
、
65
歳
以
下

　
　

山
頂
ま
で
登
り
な
が
ら
作
業
を
し
ま
す
。

　

・
Ｃ
班
・
Ｄ
班
・
Ｅ
班
15
人
（
各
班
５
人
）
18
歳
以
上

　
　

道
路
沿
い
で
作
業
を
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切
／
３
月
15
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
産
業
観
光
課　

☎
２
８−

１
９
６
１

　

検
査
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
検
査
日
時

　

3
月
５
日
㈫
・
４
月
２
日
㈫

　

13
時
～
15
時

広
島
県
が
行
う
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

原
抗
体
・
梅
毒
検
査
・
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
日

程
の
お
知
ら
せ
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町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り
、

生
活
の
安
心
を
支
え
る
地
域
医
療

を
守
る
た
め
、
将
来
看
護
師
と
し

て
安
芸
太
田
町
内
の
医
療
機
関
等

に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
、

修
学
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け

ま
す
。

　

資
格
取
得
後
、
奨
学
生
が
町
内

の
医
療
機
関
等
に
一
定
期
間
勤
務

す
れ
ば
、
奨
学
金
の
全
額
ま
た
は
、

一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
（
奨
学
金

貸
付
の
決
定
は
、
令
和
６
年
度
の

予
算
が
成
立
し
て
か
ら
と
な
り
ま

す
）。

令
和
６
年
度
安
芸
太
田
町

医
療
技
術
者
等
育
成
奨
学

生
（
看
護
師
）
を
募
集
し

ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
貸
付
対
象
者

◦
将
来
看
護
師
と
し
て
町
内
の
医

　

療
機
関
等
で
勤
務
す
る
意
思
を

　

有
す
る
人

◦
安
芸
太
田
町
奨
学
金
貸
付
基
金

　

条
例
に
よ
る
奨
学
金
を
現
に
受

　

け
て
い
な
い
人

◆
貸
付
金
額

　

月
額
10
万
円
以
内

　

（
入
学
支
度
金
50
万
円
以
内
）

◆
貸
付
期
間

　

看
護
師
５
年

◆
募
集
定
員

　

３
名

◆
募
集
受
付
期
間

　

２
月
15
日
㈭
〜
４
月
12
日
㈮

◆
貸
付
者
の
決
定

　

安
芸
太
田
町
医
療
技
術
者
等
育

　

成
奨
学
金
貸
付
審
査
会
で
提
出

　

さ
れ
た
書
類
な
ど
に
よ
り
選
考

　

を
行
い
、
５
月
下
旬
ご
ろ
に
決

　

定
し
ま
す
。

◎
申
請
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
に

　

つ
い
て
は
総
務
課
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
☎
２
８−

２
１
１
１

　

相
続
登
記
、
遺
言
、
高
齢
の
親

の
問
題
・
後
見
、
離
婚
、
借
金
、

起
業
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
、
裁
判
手

続
き
、
Ｄ
Ｖ
等
に
つ
い
て
、
電
話

・
面
談
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
面
談
相
談

〈
面
談
予
約
〉

　

☎
０
８
２−

２
２
１−

５
３
４
５

〈
日
時
〉

　

３
月
８
日
㈮　

10
時
～
16
時

　

３
月
９
日
㈯　

10
時
～
16
時

　

３
月
10
日
㈰　

10
時
～
16
時

〈
場
所
〉

　

広
島
司
法
書
士
会
総
合
相
談

　

セ
ン
タ
ー

②
電
話
相
談

〈
相
談
電
話
〉

　

☎
０
８
２−

５
１
１−
７
１
９
６

　

相
談
会
実
施
日
に
相
談
電
話
に

て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

〈
日
時
〉

　

３
月
５
日
㈫　

10
時
～
12
時

　

３
月
６
日
㈬　

10
時
～
12
時

　

３
月
７
日
㈭　

10
時
～
12
時

女
性
司
法
書
士
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談
会

◇
検
査
場
所

　

広
島
県
庁　

農
林
庁
舎
１
階

　

診
察
室
（
広
島
県
西
部
保
健
所

　

広
島
支
所
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　

保
健
課
保
健
対
策
係　

　

☎
０
８
２−

５
１
３−

５
５
２
１



　　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
３
月
末
ま
で

◦
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
期
間
は
３
月
末
ま
で
で
す
。
希
望
さ 

　

れ
る
場
合
は
各
自
で
早
め
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
接
種
希
望
者
が
少
な
い
た
め
、
町
内
で
の
接
種
可
能
日
が
少
な

　

く
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
日
程
が
合
わ
な
い
場
合
は
、
町
外
で
の
広
域
接
種
も
で
き
ま
す
。

◦
接
種
券
が
な
い
人
や
転
入
さ
れ
た
人
は
、
発
行
申
請
を
行
っ
て

　

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
予
約
電
話
番
号
の
変
更

　

接
種
券
の
発
行
・
町
内
で
の
接
種
予
約
・
変
更
は
、
健
康
福
祉
課

（
予
約
・
相
談
専
用
☎
２
５−

０
９
３
１
）
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

予
約
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
２−

２
６
２−

７
２
６
０
）
は
、
12
月

で
終
了
し
ま
し
た
。
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第
34
回
け
ん
み
ん
文
化
祭
芸
北
地
区
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
山
県
大
会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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町
で
は
定
住
支
援
と
加
計
高
校

支
援
を
目
的
と
し
、
町
内
外
の
高

等
学
校
な
ど
へ
の
通
学
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
補
助
金
申
請
の
締
め

切
り
は
２
月
29
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
お
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
公
式
サ
イ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
企
画
課
ま
で
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
☎
２
８−

２
１
１
２

高
等
学
校
等
通
学
補
助

金
の
申
請
の
お
知
ら
せ

　

高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
希
望
し
な
が
ら
、
経
済
的
な

理
由
で
就
学
が
困
難
な
人
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
学
資
金
の
貸

付
け
を
行
う
制
度
で
す
。

①
貸
付
対
象
者

　

◦
一
年
以
上
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
ま
た
は
保
護
者
が
町

　
　

内
に
生
活
の
本
拠
を
有
す
る
人

　

◦
進
学
意
欲
が
旺
盛
な
人

　

◦
生
計
、
そ
の
他
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人

　

◦
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
生
計
を
一
つ
に
す
る
人
と
保
証

　
　

人
に
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

②
貸
付
額

③
貸
付
期
間

　

在
学
す
る
高
校
・
大
学
な
ど
の
標
準
の
修
学
年
数

④
申
請
受
付
期
間

　

３
月
15
日
㈮
～
４
月
19
日
㈮

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
書
提
出
先

　

教
育
委
員
会　

教
育
課　

☎
２
２−

１
２
１
２

　

提
出
書
類
な
ど
は
筒
賀
公
民
館
・
戸
河
内
分
室
に
も
置
い
て

い
ま
す
。

区　

分

高
校
な
ど

大
学
な
ど

入
学
支
度
金

２
５
，０
０
０
円
以
内

５
０
，０
０
０
円
以
内

奨
学
金（
月
額
）
２
０
，０
０
０
円
以
内

４
２
，０
０
０
円
以
内

貸
付
利
息

無
利
息

貸
付
方
法

毎
月
交
付

安
芸
太
田
町
奨
学
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

リンク先
 町公式サイト

　

け
ん
み
ん
文
化
祭
芸
北
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
山
県
大
会
が
、
安

芸
太
田
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

◆
と　

き
／
３
月
10
日
㈰
14
時
〜
（
13
時
開
場
）

◆
と
こ
ろ
／
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

（
メ
イ
プ
ル
ホ
ー
ル
）

◆
主　

催
／
け
ん
み
ん
文
化
祭
芸
北
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　

山
県
大
会
実
行
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員
会　

☎
２
２−

１
２
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　

戸
河
内
分
室　

☎
２
８−

１
９
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　

筒
賀
分
室　

☎
３
２-

２
６
０
１
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「
資
源
ご
み
」
で
出
す
も
の
　

「
燃
え
る
ご
み
」
で
出
す
も
の

「
資
源
ご
み
」
の
出
し
方

　

ポ
ッ
ク
ル
く
ろ
だ
お
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
に
搬
入
さ
れ
る
「
燃
え
る
ご
み
」
の
中

に
、
チ
ラ
シ
な
ど
古
紙
類
に
分
別
さ
れ
る

も
の
が
混
ざ
っ
て
い
る
事
例
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

　

紙
は
「
パ
ル
プ
」
と
い
う
木
材
を
原
料

に
し
た
素
材
で
作
ら
れ
て
お
り
、
紙
１
ト

ン
（
＝
パ
ル
プ
約
１
ト
ン
）
を
作
る
に
は
、

直
径
14
㎝
×
長
さ
８
ｍ
の
立
木
で
約
30
本

が
必
要
で
す
。

　

不
要
に
な
っ
た
紙
を
安
易
に
ご
み
に
す

る
こ
と
は
、
貴
重
な
森
林
資
源
を
浪
費
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
視
点
を
変
え

れ
ば
、
古
紙
は
国
内
で
発
生
す
る
貴
重
な

資
源
で
あ
り
、
製
紙
原
料
の
安
定
確
保
の

た
め
に
リ
サ
イ
ク
ル
は
重
要
で
す
。

　

古
紙
は
、
ポ
ッ
ク
ル
く
ろ
だ
お
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
た
後
、
古
紙
再

生
業
者
へ
引
き
渡
し
を
し
て
い
ま
す
が
、

「
燃
え
る
ご
み
」
で
古
紙
類
を
出
さ
れ
る

と
焼
却
処
分
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
の
保
全
お
よ
び
ご
み
発
生
量

抑
制
の
た
め
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
（
チ
ラ
シ
含
む
）、
雑
誌
、
牛
乳

な
ど
の
紙
パ
ッ
ク
（
中
面
が
白
い
も
の
で
洗
っ
て
開
い
て
乾

か
し
た
も
の
）、
菓
子
箱
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
の
名

刺
サ
イ
ズ
以
上
の
紙
ご
み

　

酒
類
な
ど
の
紙
パ
ッ
ク
（
中
面
が
白
く
な
い
も
の
）、
紙

お
む
つ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
靴
や
カ
バ
ン
な
ど
の
詰

物
の
紙
、
レ
シ
ー
ト
な
ど
の
感
熱
紙
、
不
織
布
（
マ
ス
ク
な

ど
）、
食
品
残
さ
な
ど
が
付
着
し
た
汚
れ
た
紙
、
防
水
加
工

が
し
て
あ
る
紙
（
紙
コ
ッ
プ
・
紙
皿
な
ど
）、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

紙
（
事
業
系
は
「
資
源
ご
み
」）
な
ど
の
細
か
い
紙
く
ず

　

ひ
も
で
く
く
っ
て
指
定
袋
を
付
け
て
出
す
か
、
指
定
袋
の

中
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
だ
け
、
地
域
な
ど
の
集
団
回
収
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

　

の
資
源
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
ひ
も
で
く
く
っ
て
指
定
袋
を
付
け
て
出
せ
る
の
は
「
資
源

　

ご
み
の
古
紙
類
」
の
み
で
す
。
古
紙
類
以
外
の
ご
み
は
必

　

ず
指
定
袋
に
入
れ
、
粗
大
ご
み
は
粗
大
ご
み
券
を
貼
っ
て

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
衛
生
対
策
室
（
ポ
ッ
ク
ル
く
ろ
だ
お
）
☎
２
３−

１
１
２
０

ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に
取
組
み
ま
し
ょ
う

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
古
紙
類
」
は
貴
重
な
資
源
で
す
！

山
県
警
察
署　

☎
２
２−

０
１
１
０

国
際
電
話
番
号
に　
　

　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

山
県
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

特
殊
詐
欺
被
害
の
ほ
と
ん
ど
に
電
話
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
去
年
か
ら
全
国
的
に
国
際
電
話
番
号
を
使
用
し
た
詐

欺
電
話
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
電
話
番
号
と
は
…

　

警
察
で
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
国
際
電
話
三
社
と
連
携
し
、
海
外
か
ら
の
発
着

信
を
停
止
す
る
無
料
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
が
知
り
た
い
方
は
、
警
察
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、

　

・
ア
メ
リ
カ
番
号
＋
１ 　

・
中
国
番
号
＋
８
６

か
ら
始
ま
る
の
で
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

国
際
電
話
の
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
？

◦
覚
え
の
な
い
電
話
番
号
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
固
定
電
話
に
電
話
番
号
が
表
示
さ
れ
る
機
能
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

国
際
番
号
・
識
別
番
号

　

＋
○
○

−

○
○

−

○
○
○
○

−

○
○
○
○

重
要
！

国
番
号

電
話
番
号



安芸太田町は… 　　 2,573人　　 　2,953人　　5,526人　3,042世帯  　令和6(2024)年1月31日現在

し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120−32−9026
　へお願いします。
※積雪等のため、日程どおりに収集できない場合があります。
※積雪時は、くみ取り口周辺の除雪をお願いします。

２
月

９日㈮ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草

13日㈫ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

14日㈬ 小板・松原・板ヶ谷・川手・柴木
梶ノ木・横川

16日㈮ 宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
19日㈪ 修道
20日㈫ 津浪一円・筒賀東区
21日㈬ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

26日㈪ 天神町・巴町・道の口・古市・新町
神田町・空条・本町・東旭町・西旭町

27日㈫ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
28日㈬ 程原・津都見・船場・来見

３
月

１日㈮ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

４日㈪ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
５日㈫ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
６日㈬ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
８日㈮ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草

今月の当番医

来月の当番医

２月

３日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
10日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
17日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
20日㈬　安芸太田病院（救急サブセンター）
24日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
31日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

11日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
12日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）
18日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
23日㈮　安芸太田戸河内診療所（内科）
25日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

今月の納税等

○国民健康保険税…………………第９期
○後期高齢者医療保険料…………第８期
○介護保険料………………………第11期

（納期限:2月29日）
※納期限を必ず守りましょう。

２月

３月

27 広報安芸太田　令和６（2024）年　２月号

粗大ごみ収集日

※粗大ごみ集積場所に出してください。
　（一般のごみ集積所と異なる場合があります。）
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載されている
　収集区域です。収集区域によって収集日が異なりま
　すので、お間違えのないようお願いします。

3月15日（金）

●問い合わせ先
　衛生対策室 ☎23−1120（ポックルくろだお）
　本庁住民課 ☎28−2116
　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121

特定家庭用機器廃棄物の収集日
（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）

　買い替えの場合は、取扱店に相談してください。そのう

えで引き取り手がない場合、郵便局でリサイクル券を購入

し、衛生対策室または本庁住民課および各支所住民生活課

へ収集の申し込みをしてください。

　上記の収集日に衛生対策室の職員が戸別に収集に伺いま

す。その際、リサイクル券とは別に収集運搬料金3,850円

（家電１台当たり・税込）が必要です。

●リサイクル料金の目安（家電１台当たり）
※メーカーや大きさ
　により料金が異な
　ります。
　なお、リサイクル
　券を購入する際、
　振込手数料が別途
　必要です。

エアコン 990～9,900円
テレビ（薄型も含む） 1,320～3,700円
冷蔵庫・冷凍庫 3,740～6,149円
洗濯機・衣類乾燥機 2,530～3,300円

２
月
26
日
㈪

粗大ごみ②区域
戸河内土居・上本郷・下本郷・田吹
吉和郷・打梨・那須・川手・柴木・板ヶ谷
戸河内松原・小板・梶ノ木・遊谷・横川
※打梨、那須、横川は電話	

３
月
11
日
㈪

粗大ごみ③区域
川登・穴阿・田之原・丁川・神田町・新町
古市・空条・本町・東旭町・西旭町
天神町・巴町・滝本・加計土居・上調子
加計山崎・見入ヶ崎・加計上原・鮎ヶ平
西調子・明ヶ谷・穂坪・高下・上堀・下堀
江河内・垰・鵜渡瀬・木坂・温井・猪山
平見谷・鹿篭頭	
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第
55
回
広
島
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
１
月
11
日
・
12
日
、
恐

羅
漢
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、
安
芸
太
田
中
学
校
生
徒
１
年
生
２
名

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

◆
男
子
回
転　

　
　

第
４
位　

矢や

立た
て　
　

陸り
く　

※
全
国
大
会
出
場

　

◆
男
子
大
回
転

　
　

第
６
位　

矢や

立た
て　
　

陸り
く

　
　

第
８
位　

齋さ
い

藤と
う　

源げ
ん

太た

　

第
61
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
は
、
２
月
６
日
～
９
日
に
長
野
県
野

沢
温
泉
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

１
月
27
日
、
川･

森･

文
化･

交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
ボ
ッ
チ
ャ
講
習
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
知
識
を
深
め
、
広
め
る
機
会
と
し
て

安
芸
太
田
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
自
分
の
球
を
目
標
球
に
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

　

当
日
は
幅
広
い
世
代
か
ら
13
名
の
参
加
が
あ
り
、
公
益
社
団
法
人
広
島
県
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

鈴す
ず

木き

裕ゆ
う

子こ

さ
ん
、
遠え
ん

藤ど
う

尚な
お

実み

さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

ボ
ッ
チ
ャ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

広報「安芸太田」をアプリで読むことができます
　本町では気軽に広報「安芸太田」を読んでいただくため広報アプ
リ「マチイロ」を導入しています。冊子を持ち歩くことなく「いつ
でも・どこでも」読むことができます。
　●対応機種／スマートフォン・タブレット端末
　　※インターネットの通信料がかかりますのでご注意ください。

リンク先／町公式サイト

※中段「導入方法」からダ
　ウンロードいただけます。

●無料アプリのダウンロー
　ドはこちら

第
55
回
広
島
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手

権
大
会　

入
賞　
　
　
　
　
　
　
　

◀︎
矢
立
　
陸
く
ん

◀︎
齋
藤
源
太
く
ん


